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1. まえカマき

大陸棚調査室では，平成5年 1月から同年10月に

かけて測量船「拓洋」（2600トン）により第29回大陸

棚調査として南硫黄島南方の調査を実施した。ここ

では，この調査結果の概要について報告する。

調査に際して，船位は複合測位装置（GPS等），測

深はナローマルチビーム音響測深機（測線距離6291

海里）地質構造はエアガン方式のマルチチャンネル

(24ch）音波探査装置（測線距離240海里），同シング

ルチャンネル音波探査装置（測線距離4045海里）及

2.調査概要

調査海域は，北緯21'00’，北緯24。00’の緯度線，東

経140。00’及び東経142'30’の経度線に固まれた区域

で，鷹寿海山及ぴ南日吉海山等を包含する（第 1図

参照）。

調査期間は，平成5年1月8日：から 1月22日まで，

同年4月13日から 4月30日まで，同年8月26日から

9月16日まで及び10月6日から10月8日までの計55

日間である。

調査の主測線は東西方向にとり，測線間隔は6海

里間隔とした。交差測線は北東～南西方向に設けた。

また海山付近を中心に必要に応じて補測線を設けた

（第2図参照）。
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び表層探査装置（測線距離6291海里），地磁気は海上

磁力計PPM-100型（測線距離4285海里），重力は海

上重力計KSS30型（測線距離5680海里）を使用して

実施した。

3.調査結果

(1) 海底地形 ・地質構造（第 3' 4' 5図参照）

本調査海域は，火山列島南方のマリアナ海嶺と西

マリアナ海嶺の分岐部にあたり，活火山を含む海底

火山が多〈連なり，南日吉海山， 日光海山及び鷹寿

海山などが存在する。

本海域の地形は大きく 3つに分けられる。 1つ目

は前弧海盆である小笠原舟状海盆の南端部，2つ目

はマリアナ海嶺，西マリアナ海嶺，及びこの両海嶺

聞の背弧リフトである凹地（仮称， 日光リフト）を

含めた海嶺部，3つ目は背弧海盆である西マリアナ

海盆の北東端部である。
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第3図
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小笠原舟状海盆の南端部（マリアナ海嶺の東側）

は，水深3000m程度の緩やかな斜面で，火山弧から

供給されたと思われる厚い火山性堆積物で覆われて

いる。

海嶺部は水深1000m以浅の活火山を含めた海山が

点在する。特に目立つ地形は両海嶺聞に挟まれた日

光リフト（平坦面の水深3000m及び＇3400m）であり，

ここには 7層以上の層理の明瞭な堆積物が認められ

る。西マリアナ海嶺西側斜面も火山砕屑物と思われ

る堆積物で覆われて，なだらかな斜面を形成してい

る。

西マリアナ海盆北東端部は，水深4500m程度で、比

高がlOOOm以下の海丘が多々分布している。

(2）底質

本調査海域で採取した 2地点の試料の肉眼鑑定結

果を第 1表に示す。得られた試料は軽石，溶岩，砂，

磯，泥，サンゴ等であった。

(3) 地磁気全磁力異常（第 6図参照）

マリアナ海嶺では，火山フロント上の海山に伴う

短波長大振幅のダイポール異常が認められ，強磁性

岩体が分布していると考えられる。日光海山で正の

最大値447nT，負の最大値 727nTを観測した。

西マリアナ海嶺上には，北東～南西方向に延ぴた

夕、イポール異常があり地形と同様の方向性を持って

いる。

マリアナ海嶺と西マリアナ海嶺聞の背弧凹地には

多数の夕、イポール異常があり，地下に規模の大きな

貫入磁性岩体が存在すると思われ， リフト形成時の

マグマ貫入に伴う火成活動を示唆している。

西マリアナ海盆北東端部は，方向性の不明瞭な振
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幅の~~い異常を示している。

(4) フリーエア重力異常（第7図参照）

調査区域全般にわたって地形とほぼ対応してい

る。

マリアナ海嶺上の北日吉海山で14lmGalを示し，

西マリアナ海嶺上では，鷹寿海山に対応する165

mGalの正の最大値を観測した。

また，調査海域内の負の最大値は，小笠原舟状海

盆南端部（水深3200m）の－34mGalである。一方西

マリアナ海盆北東端部（水深約4500m）で、はlOmGal

程度の異常が分布し，小笠原舟状海盆との地殻密度

の違いを示唆している。

第1表底質採取一覧表

採取地点 地形 採取年月日 採取位置 水深 底 質

0529001 海山山頂付近 H5.9. 8 21 41.7’N, 141 50.8’E 1700m Pm, fS, Lv, Pt 

0529002 海山山頂付近 H5.9.13 23' 12.3’N, 141° 2L3'E 600m R, Sn, cS, M, Co, 

情寿楓幻西音防 Pt, Sh 
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